








要約:1987 年～1991年の日本病理剖検輯報ににみられた乳幼児突然死症候群(SIDS)の病理

診断と臨床診断を比較検討して SIDS の診断の実状とその精度について調査した。その結

果、正診率は 78.12%、過小評価率(剖検診断においてのみ SIDS と診断されたもの)は 18.14

×10 -7、過大評価率(臨床診断においてのみ SIDS と診断されたもの)は 21.98%であった。

SIDS は、感染や栄養障害による死亡が激減した先進諸国において乳幼児の最大死亡原因

であるが、わが国ではその正確な発生頻度は未知である。本調査により、発生頻度確認の

ための診断精度を示すデータが得られたと考える。


